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線路敷設に関する規格

■ 両端（接続部分）の許容誤差は１mm以内。

■ 大型車両が走行可能な線形の変更は可能だが、両
端は指定の位置に指定のファイントラックワイドレー
ルを必ず使用し、複線間隔37mmを遵守すること。

■ 原則、ファイントラック線路を使用すること。

■ レールのジョイントは正確に行い、確実に固定する
こと。

■ 敷設後に必ず通電・走行チェックを行うこと。
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電飾に関する規格

■ 裸線、ショートの恐れのある配線は失格とする。
■ 電気配線は必ずボード内に収めること。

■ 線路からの給電はできません。
■ 電池を使う場合は電池ボックスをボードの後ろに付け

て、電池が誰でも取り出せる状態にすること。

■ コンセントからの給電は、コードが収納できてコンセン
トを差し込むだけの状態にすること。

■ 会期中帰る際は、必ず電池、コンセントは外して通電
してない状態にすること。

■ 配線は穴をあけてボード内に入れ、ボードが踏まない
状態にしてください。

■ 電気容量を事前に計算して照明などを付けてください。
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l ボード寸法

W900 × D300 × H100 mm

l 使用レール

S33ワイドレール × 4 本

S99 × 4 本

S280 × 4 本

上記の規格外の作品は審査対象外とする。
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その他の規格

■ 作品全体の高さを450mm以下にすること。

■ 他のボードと接続した車両が走る複線を風景に入れ

た作品にすること。

■ 右の建築限界ゲージを参考にし、大型車両が走行可

能なようにストラクチャーなどを配置すること。


